












は じ め に
◆本資料集 は、文部省科 学研究費 「重 点領域 」に よる平成6年 度、 同7年 度 の
「地域発展の固有論 理」(主 査 原洋之介東京大学教授)と 、同時期の国際学術
調査 「地域発展の固 有論理」(主 査 末廣昭)の 研究成果の一部である。 この研
究計画において私は 、(1)東 南アジア地域における経済発展の固有の論理の比
較検討、(2)タ イ における地方経済の展開過程 と 「地方成長経済圏」の可能性
の実態調査、(3)タ イにおける技術形成の歴史的展開過程の実証分析、(4)
タイにおける労使関係の変容の実態分析、という4つ のテーマを設定 した。
このうち、(2)の 課題については、その研究成果の一部を、 「タイにおけ る
拡大首都圏 と地方経 済圏」 と題 して、 『総合的地域研究』第9号(1995年)
に公表 した。なお、 タイの労使関係について も、基本年表の作成 と企業 聞き取 り
調査の整理を現在、実施中である。
◆本資料集は、上記の 目的の うち 「タ イにお け る技術 形成 の歴 史 的展 開」 の
問題を、戦前期タイ鉄道建設 と鉄道運営に限定 して扱 ったものである。この問題
については6年 前か ら研究を開始 し、タイをは じめイギ リス、 ドイツ、 日本で そ
れぞれ一次資料、統 計データの収集や聞 き取 り調査を重ねて きた。この過程で 、
大阪外国語大学の吉 川利治教授か らは、 『タイ鉄道業50年 史』な どタイ鉄道 、
国鉄に関す る多数の 資料を送付 して頂いた。また、ロン ドンの大英図書館、外交
史料館、イ ン ド文書館、そしてバ ンコクの国立古文書館が所 蔵す る史料 について
は、 ロンドン大学オ リエ ン トアフリカ学院博士課程の南原真 氏、 ミュンヘ ン博物
館手書 き文書史料館 のヴァイラー文書については、ベル リン自由大学図書室のス
ガ氏 とミュンヘ ン大 学のホルガー助教授、 「葬式本」の補充 については、京都大
学東南アジア研究セ ンターの玉田芳史助教授、東京大学社会科学研究所が所蔵す
るタイ語、英語新聞(週 刊バ ンコクタイムズ紙、サヤームニ コン紙ほか)や アメ
リカ領事館報告、イ ギ リス外交文書のマイクロフィルムの焼 き付 けと整理につ い
ては、東京外 国語大 学博士課程の柿崎一 郎氏か ら、それぞれ多大の協力を得 るこ
とができた。ここに記 して謝意を表 したい。
◆本資料集は、私が かねてから構想 している 『タイ資本蓄積論3部 作』の一部
をなす 。第1部 は、1989年 に英語で 刊行 した本 (Capital Accumulation in
Thailand 1855-1985, Tokyo: UNESCO The Centre for East Asian Cultural Studies ) で 、
主 としてタイにおける資本家の生成 と発展を扱 った。　 第2部 は 「タイにおけ る
技術 と技術者 ・熟練 労働者の形成」、第3部 は 「タイにおける賃労働者の形成 と
労働運動の展開」を それぞれ扱 う予定である。本資料集は、第2部 の本を執筆 す
るための準備作業をな している。
◆1989年 に第1部 を刊行 したあと、私は第2部 の研究を進めるたあ、鉄道局、
陸軍兵器工廠、海軍 内燃機関局、同造船修理工場、郵便電信局、灌概局などの史
料を探 し始 めた。 しか し、記念本や通史 を除 くと、個 々のタイ人技術者の形成 に
関す る手掛か りはほ とん どな く、私の研究は一時的に頓挫 して しまった。ちょう
どその頃、1990年4月 か ら1年間、京都大学東南アジア研究セ ンターの客員
研究員を兼任することにな り、同セ ンターが所蔵するチャラ ッ ト文庫(8000
冊所蔵、 うち4000冊 が葬式本)を 自由に閲覧 しコピーで きる機会 を与え られ
た。そ して地下の移 動式書架に納め られている本の うち、たまたま最初に手に し
たのが、本書の解説で紹介す る鉄道奨学生第1期 生、ルワン ・シ リア ッカニーガー





て74名 にのぼ り、 さらに彼 らが鉄道建設 ・運営や鉄道工場 のタイ人化政策の要
とな ると同時に、工 業省工場局、同鉱 山局、内務省都市土木局(道 路局)、 中央
銀行などの発展において も、きわめて重要な役割を果たして いることを、のちに
知るようにな った。 そこで私は、タイにおける技術形成 と技術者形成の研究対象
を 「鉄道業」に絞 り、とりわけ鉄道奨学生の各人の経歴を可能な限 り追跡 し、 そ
して追体験することで、この問題に接近 したいと考え るに至 ったのである。
いまか ら考 えると、8000冊 を越え るチャラット文庫所蔵本のなかで、偶 々
手にした本が鉄道奨学生、それもきわめて魅力ある人物であ ったことは、単なる
偶然 とい うよりは、天の恵みであったように思えて仕方がな い。京都か ら堺市 の
自宅までの帰路の電車のなかで、むさぼ るようにコピーを読み、自宅に帰 って か
らも読み続けて、明け方にその興奮をチ ャラッ ト文庫を集め られた石井米雄先生
のもとに手紙で伝えたことを、いまで もよく覚えている。
その意味では、この研究は京都大学東南アジア研究センターのチャラッ ト文庫
との出.会いか ら始 ま ったのであ り、その機会 を作 って くださった石井米 雄教授
(当時、東南アジア研究センター所長)、 故土屋健治教授の両先生、そ して北野
さんをは じめ同セ ンターの図書資料部の人々のご協力、 ご好意に改めて深 く感謝
したい。
末廣 昭
1996年2月20日
